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会員紹介

通信員　早速ですが、行政書士になったきっかけを教
えてください。

小島信一　大学を卒業して東京の電機メーカー勤務か
ら、父親の急逝でＵターン、事業を継ぎながらも人
生に苦悩していたとき行政書士の知り合いに会い、仕
事の内容などを聞いたことがきっかけです。

小島通信　前職は金融機関で仕事をしていましたが、
当時、地域の人のために行政と向き合う父親の仕
事が純粋にかっこいいなと思ったことがきっかけ
です。

通信員　そのようなきっかけがあり、親子で運営す
る今の小島行政書士事務所になっているのですね。
それでは開業時にはどのように頑張り、それが軌
道に乗るまではどのぐらいの期間がありましたか。

小島信一　まずは、知人・友人・不動産会社・建設
会社・その他いろいろな所に出向いて行って、名
刺を配っていました。最初は報酬とは関係ないこ
とも、何でも相談に乗り事務所のＰＲに努めまし
た。開業時から１人のスタッフと妻に手伝っても
らい、私は実務ばかりでなく営業活動にも時間を
かけました。そうしているうちに５年ほど経つと、
ある程度仕事が回るようになりました。 

通信員　とにかくここまでになるのには人一倍の努
力をしたということですね。

　　それでは現在はどの様な業務を取り扱っていま
すか。

小島信一　建設業や相続関係を取り扱っていますが、
お客様の役に立つことならどんな相談にもと心が
けています。

小島通信　私は農地法や都市計画法の許可、その他
自動車リサイクル法などの許可手続きを多くこな
しています。これらの仕事は千差万別で抱える問
題が多種多様であるため、それを解決できるよう
にいつも勉強しています。

通信員　それでは仕事を始めてから辛かったことは
ありますか。

小島通信　行政書士の試験と実務とが乖離していて、
最初は非常に辛さを感じました。最近では得意分
野もでき、難しい案件を解決できたときは、特に
達成感もあり、その後飲むビールが美味しいです
ね（笑）

小島信一　私はこの仕事が天職だと思っていますの
で、どんなことも辛いと感じた時はありません
（笑）。前向きに前向きに行動しています。

通信員　信一先生は、途中から筑西市議会議員とし
ても活躍されていますが、仕事との両立は辛くは
なかったですか。

小島信一　議会の開催中はもちろん、その１週間ほ
ど前から多忙な日が続きますが、息子やスタッフ

今回は、筑西市の郊外にある小島行政書士事務所
を訪問させて頂きました。事務所に入るとスタッフ
のみなさんが明るい挨拶と笑顔で私を迎えてくれま
した。
このような明るい雰囲気の事務所ならお客様も安
心して仕事を依頼することが出来るのではないかと
思いました。
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がおりますので両立できています。それなので、
辛さを感じたことはありません。

通信員　それでは反対に嬉しかったことはあります
か。

小島信一・小島通信　それは二人とも共通していて、
難しい案件を仕上げてお客様に感謝されながら報
酬を頂けることです。これは行政書士として最高
の喜びです。

通信員　それでは仕事を離れて趣味の話をききたい
です。

小島通信　子供と一緒にテレビゲームをすることで
す。時には子どもより夢中になってしまうことも
あります（笑）ストレス解消にはこれが一番です。

小島信一　私は、地域を取材して自分で写真を撮り、
それを自身のホームページやフェイスブックなど
にアップして発信していくことが趣味になってい
ますね。

通信員　新入会員のみなさんに一言お願いします。

小島通信　行政書士の仕事は間口が広いので、その
なかで自分の得意な分野を作ることが大切だと思
います。出来れば３つほどあればよいと思います。

通信員　最後になりますがこれからの抱負などを聞
かせてください。

小島通信　お客様の悩みや要望することを、他の事
務所と連携してスムーズに進めて行きたいと思い
ます。それから自分自身のスキルアップですね。
これからも努力していきます。

小島信一　私は後進の育成を第一に考えています。
私たちの次の世代の人に自分の知識や経験を伝え、
それを通して行政書士全体の社会的地位の向上に
努めていきたいと思っています。
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ありがとうございました。インタビューが終
わって感じたことは小島信一先生・小島通信先
生の二人とも、人一倍努力をしていて行政書士
と言う仕事に誇りを持っているということでし
た。小島信一先生は市議会議員として大活躍さ
れている姿も、私は議会傍聴に行って実感して
います。苦労を喜びに変えていく努力には頭が
下がります。親子で同じ目標に向かって歩める
ことは最高の幸せだと思います。これからの
益々の活躍を祈ります。


